
問　

支
所
機
能
の
充
実
、組
織

機
構
改
革
の
見
直
し
を
10
月
1

日
か
ら
行
な
う
と
6
月
議
会
で

説
明
さ
れ
て
い
る
が
実
施
で
き

る
の
か
。ま
た
、ど
の
よ
う
な
組

織
機
構
の
見
直
し
を
す
る
の
か
。

市
長　
支
所
を
含
め
、市
全
体

の
組
織
を
見
直
す
よ
う
指
示

し
、8
月
下
旬
に
組
織
案
の
検

討
を
終
了
し
た
。こ
れ
ま
で
の

定
数
管
理
計
画
で
は
平
成
22

年
に
5
5
0
人
体
制
で
あ
っ
た

が
、こ
れ
を
見
直
し
、平
成
26
年

に
5
5
0
人
に
修
正
す
る
方
向

で
検
討
を
加
え
た
。ま
た
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
た
め
証
明
書
自
動

交
付
機
の
設
置
、コ
ン
ビ
ニ
納
付
、

支
所
窓
口
の
時
間
延
長
な
ど
も

検
討
す
る
必
要
性
が
あ
る
と
の

報
告
も
受
け
て
い
る
。今
後
、組

織
案
は
市
民
の
意
見
を
拝
聴

し
な
が
ら
検
討
を
加
え
て
い
き
、

平
成
22
年
4
月
実
施
の
方
向
で

検
討
し
て
い
く
。

問　
国
の
地
域
活
性
化
、経
済

危
機
対
策
臨
時
交
付
金
が
懸

案
で
あ
っ
た
市
中
心
部
の
排
水

対
策
に
光
明
を
与
え
て
く
れ

た
。防
潮
水
門
の
横
の
排
水
機

場
は
、県
が
臨
時
交
付
金
で
対

応
、市
に
き
た
臨
時
交
付
金
で

松
橋
地
区
に
毎
秒
2
ト
ン
の
排

水
機
を
設
置
し
、不
知
火
の
十

五
社
区
と
松
崎
区
の
境
に
排

水
機
設
置
に
向
け
て
の
内
水

対
策
の
調
査
費
を
計
上
し
、将

来
の
対
策
を
講
じ
る
と
8
月

の
臨
時
議
会
で
説
明
を
受
け

た
。市
中
心
部
の
内
水
対
策
、県

の
事
業
を
含
め
て
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
問
う
。

市
長　

河
川
管
理
者
で
あ
る

県
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、内
水
対

策
事
業
を
一
体
的
に
実
施
す
る
。

事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、

工
程
を
県
と
検
討
協
議
す
る
た

め
、同
一
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進
め

て
い
く
。工
事
完
了
は
平
成
22

年
度
目
標
で
努
力
し
た
い
。

問　

本
市
の
財
政
は
健
全
な

の
か
。

市
長　

実
質
赤
字
比
率
、
連

結
実
質
赤
字
比
率
と
も
に
黒

字
の
た
め
該
当
し
な
い
。実
質

公
債
費
比
率
16

・

9
%
、将
来

負
担
比
率
1
6
1

・

7
%
と

4
つ
の
判
断
比
率
全
て
基
準

以
下
で
あ
り
健
全
と
判
断
さ

れ
る
。し
か
し
、起
債
を
控
え
、

基
金
の
増
資
、起
債
残
高
の
減

少
を
図
っ
た
上
で
の
財
政
運

営
の
舵
取
り
が
必
要
と
思
う
。

問　

多
く
の
市
民
が
無
駄
だ

と
思
っ
て
い
る
ハ
コ
モ
ノ
に
つ

い
て
、ど
う
い
う
認
識
を
持
っ

て
い
る
か
。

市
長　
こ
れ
ま
で
の
事
業
つ

い
て
は
本
当
に
必
要
だ
っ
た

の
か
、無
駄
な
部
分
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
、節
減
で
き
た

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

今
後
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

は
、本
当
に
必
要
な
の
か
、身

の
丈
に
あ
っ
た
も
の
か
を
念
頭

に
置
き
十
分
精
査
し
、進
め
て

行
く
。

問　
今
後
、合
併
特
例
債
を
ど

の
よ
う
に
利
用
す
る
の
か
。

市
長　

交
付
税
措
置
が
あ
る

と
は
い
え
、起
債(

借
金)

で
あ

る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。実

質
公
債
費
比
率
の
上
昇
に
つ
な

が
ら
な
い
よ
う
慎
重
な
財
政

運
営
に
努
め
る
。

問　

施
設
園
芸
の
省
エ
ネ
対

策
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

経
済
部
長　
ハ
ウ
ス
の
省
エ
ネ

資
材
の
導
入
、二
重
カ
ー
テ
ン
、

循
環
扇
等
の
施
設
整
備
、資
金

面
で
の
事
業
に
昨
年
度
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
。
国
、
県
で

も
栽
培
技
術
、省
エ
ネ
対
策
等

の
研
究
開
発
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、関
係
機
関
が
一
体
と
な

り
省
エ
ネ
に
よ
る「
環
境
に
や

さ
し
い
農
業
」に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問　

小
野
部
田
小
、海
東
小
の

改
築
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い

る
の
か
。

教
育
委
員
長　
両
校
と
も
に
老

朽
化
が
進
ん
で
お
り
、補
強
工

事
は
困
難
で
あ
る
た
め
、早
急

に
校
舎
を
建
設
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
し
て
、両
校
と
も
敷
地
内
に

仮
校
舎
を
建
設
し
、3
月
上
旬

ま
で
に
移
動
。そ
の
後
、現
校
舎

を
解
体
、平
成
22
年
度
中
に
は

新
校
舎
を
完
成
す
る
計
画
で
あ

る
。ま
た
、体
育
館
に
つ
い
て
は
、

小
野
部
田
小
は
改
修
工
事
、海

東
小
は
補
強
工
事
を
行
な
う
。

問　
旧
松
橋
町
の
国
土
調
査
は
、

昭
和
40
年
か
ら
49
年
ま
で
の
10

年
間
で
実
施
し
、平
板
測
量
で
、

巻
尺
で
測
量
し
図
面
を
作
成
し

て
あ
る
た
め
相
当
の
誤
差
が
あ

る
。隣
近
所
の
ト
ラ
ブ
ル
解
消

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
民
環
境
部
長　

昭
和
40
年

代
の
国
土
調
査
は
、木
の
杭
を

使
用
し
て
い
た
た
め
保
存
状
態

が
悪
く
、公
図
を
現
地
に
復
元

す
る
に
も
困
難
な
状
況
に
あ
り
、

松
橋
町
の
地
籍
を
再
調
査
す
れ

ば
約
14
億
円
程
度
か
か
る
。今

後
の
財
政
状
況
を
見
極
め
な
が

ら
検
討
す
る
。

問 

松
橋
町
の
国
勢
調
査
で
は

昭
和
40
年
は
3
6
4
6
戸
で
、

今
で
は
8
0
0
0
戸
余
り
で
約

2
倍
超
と
な
り
墓
地
が
不
足

し
て
い
る
。平
成
21
年
に
県
か

ら
権
限
移
譲
を
受
け
、宇
城
市

墓
地
埋
葬
等
に
関
す
る
法
律
施

行
細
則
を
設
け
て
い
る
が
、県

墓
地
等
事
務
処
理
要
綱
は「
墓

地
及
び
納
骨
堂
の
経
営
主
体
は
、

原
則
と
し
て
地
方
自
治
団
体
」

と
な
っ
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、市
が
住
民
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
取
り
組
む
べ
き
で
は
な

い
か
。

市
長　
県
内
に
は
市
営
墓
地
を

経
営
し
て
い
る
市
が
6
市
あ
り
、

熊
本
市
が
7
か
所
、八
代
市
が

3
か
所
、宇
土
市
も
1
か
所
あ

る
。法
律
で
は
地
方
公
共
団
体

が
行
う
の
が
原
則
と
う
た
っ
て

あ
る
よ
う
に
、今
後
の
墓
地
建

設
希
望
者
の
推
移
を
見
な
が
ら
、

総
合
基
本
計
画
の
中
で
墓
地
建

設
の
こ
と
を
取
り
組
む
。

問　
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
平
成
20
年
度
の
実
績
は
ど
う

だ
っ
た
の
か
。利
用
者
数
と
目

標
値
に
対
す
る
利
用
率
は
何
%

だ
っ
た
の
か
。

総
務
部
長　
戸
籍
税
務
関
係
証

明
業
務
で
は
、1
日
あ
た
り
の

利
用
見
込
み
件
数
47
件
に
対
し

11
件
で
23
%
、収
納
業
務
で
は

25
件
の
見
込
み
に
対
し
11
件
で

44
%
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

市
長　
当
初
の
見
込
み
よ
り
大

き
く
下
回
っ
て
お
り
、よ
く
検
討

の
上
判
断
し
た
い
。

問　
松
合
出
張
所
を
支
所
に
格

上
げ
し
2
6
6
号
線
沿
い
に
移

転
し
、不
知
火
支
所
を
松
橋
駅

の
駅
舎
建
設
に
合
わ
せ
出
張
所

的
な
も
の
を
つ
く
り
住
民
サ
ー

ビ
ス
向
上
を
図
っ
た
ら
ど
う
か
。

市
長　

松
合
に
支
所
、駅
前
に

出
張
所
設
置
と
な
れ
ば
非
常
に

重
要
な
こ
と
で
あ
り
、議
論
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
る
。

問　
平
成
20
年
度
決
算
に
お
け

る
財
政
健
全
化
に
関
す
る
法
律

の
判
断
指
標
と
そ
の
他
の
財
政

指
標
が
示
す
数
値
に
対
す
る
見

解
は
。

市
長　
実
質
赤
字
比
率
、連
結

実
質
赤
字
比
率
は
ど
れ
も
黒
字

の
た
め
該
当
な
し
。実
質
公
債

費
比
率
は
対
前
年
度
比
0.4
ポ

イ
ン
ト
増
の
16

・

9
%
。将
来
負

担
比
率
は
前
年
度
比
1
6
8

・

5
%
か
ら
1
6
1

・

7
%
へ
6.8

ポ
イ
ン
ト
改
善
。経
常
収
支
比

率
は
対
前
年
度
比
マ
イ
ナ
ス

3.8
%
の
93

・

6
%
。健
全
化
判
断

上
は
、基
準
値
以
下
で
健
全
と

判
断
さ
れ
る
。

問　
こ
れ
ま
で
宇
城
市
で
は
行

財
政
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
沿
っ

て
、合
併
協
議
会
で
決
定
さ
れ

た
職
員
削
減
計
画
を
ス
ピ
ー

ド
ア
ッ
プ
さ
せ
、
5
年
間
で

1
2
0
人
の
削
減
計
画
を
実
行

し
、職
員
の
採
用
は
最
小
限
度

に
抑
え
て
来
た
。今
回
職
員
を

採
用
す
れ
ば
、職
員
削
減
計
画

は
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
。こ
れ
は
改
革

に
逆
行
す
る
の
で
は
な
い
か
。

U K I - C I T Y  A S S E M B LY  R E P O R T

一般質問

西
村　

智　

議
員

「
国
土
調
査
に
つ
い
て
」

河
野 

一
郎  

議
員

「
組
織
機
構
改
革
に
つ
い
て
」

「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
」

「
市
営
墓
地
建
設
に
つ
い
て
」

永
木 

伸
一  
議
員

「
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
」

「
●
教
育
行
政
に
つ
い
て
」

「
支
所
機
能
の
充
実
と
合
理
化
に

つ
い
て

中
山 　

弘
幸　

議
員

「
行
財
政
の
改
革
に
つ
い
て
」

「
職
員
採
用
に
つ
い
て
」

「
農
業
の
振
興
対
策
に
つ
い
て
」

ー松橋と不知火に設置してある防潮水門ー　
臨時交付金県事業で排水機場整備が計画されている

省エネ対策が進むビニールハウス

検討される行政サービスセンター

宇城市議会だより 6宇城市議会だより7
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